

資料１








肥料価格高騰緊急対策事業
申請マニュアル
（支援金申請者用）

















[bookmark: _GoBack]令和５年１１月２８日現在
（北海道肥料コスト低減体系緊急転換事業推進協議会）


基本事項（申請手続きの概要）




●申請時に作成する書類（※業務方法書様式）
　○道協議会へ提出する様式（申請書類）
・支援金等交付申請書（様式第１－１号）
・給付農業者名簿（様式第１－２号）
・給付農業者別購入化学肥料一覧表（様式第１－３号）
・肥料価格高騰緊急対策事業に係る振込口座について
（様式第１－４号）
　○支援金申請者が保管する様式
・給付農業者確認同意書（様式第２号様式）

●本事業のお問い合わせ先及び申請書類の提出方法
○お問い合わせ先
肥料価格高騰対策事業事務処理センター
ＴＥＬ：050-3666-2028
E-mail：center@hkd-hiryou.jp
　○申請書類の提出先
　　E-mail（shinsei@hkd-hiryou.jp）に提出してください。
　○申請書類のファイル名
　【JAの場合】
0１_JA●●●●_支援金等交付申請書様式一式（様式第1-1　号～第1-4号）
【肥料販売業者の場合】
　　　0２_●●●●株式会社_支援金等交付申請書様式一式（様式第1-1号～第1-4号）

●申請書類の提出期限
令和５年１２月３１日〆

●申請書類等の掲載先（道庁ホームページ）
【URL】
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/shs/hiryo/165562.html

基本事項（定義）




●支援金申請者
　・本事業の申請者です。
　・ＪＡ又は肥料販売業者が、支援金申請者になることが出来ます。
　　ただし、以下の要件を満たすことが必要です。
　　（１）代表者が定められていること。
　　（２）組織運営（組織・経理）、内部監査、個人情報保護に関する規程があること。
　　（３）関係規程を遵守し、事業の執行に責任を持つことが出来る
こと。
・給付農業者を取りまとめ、申請書類を作成し、道協議会（肥料価格高騰対策事業事務処理センター）へ申請します。
　・道協議会から支援金を受け取り、取りまとめた給付農業者へ速やかに（２週間程度）支援金を支払います。
　・給付農業者へ支援金を支払った後、道協議会へ給付完了（様式第６号）を報告します。

●給付農業者
　・支援金申請者が取りまとめる（事業に参加する）農業者です。
　・道内で農業を営む個人、法人、農業者が出資主体のコントラクター組織、作業受託会社等が給付農業者になることが出来ます。

●支援（申請）対象となる肥料
　・令和５年６月１日から令和５年１２月３１日までに発注され、令和６年５月３１日までに納品される化学肥料が支援対象です。
　・化学肥料とは、肥料法の公定規格に規定する窒素質肥料、りん酸質肥料、加里質肥料、副産肥料等、複合肥料及びこれらの肥料を原料として配合される肥料です。
　・肥料法に基づく（肥料販売に関する届出のある）肥料販売業者から購入した化学肥料が支援対象です。
　・特殊肥料、土壌改良材等（肥料法上の肥料登録がないもの）は支援対象外です。
　・市町村やＪＡが所有・管理する農地（公共牧場や試験圃など）に施用する化学肥料は支援対象外です。
基本事項（申請・取りまとめルール）




○本事業は、支援金申請者が、自らが取り扱う化学肥料について、農業者を取りまとめ申請することを基本としていますので、支援金申請者は、自社分を全て申請する（申請しない）こととなります。
農業者毎に異なる対応は認めません。

○取りまとめる農業者から、他の業者から購入した化学肥料についても申請してほしいとの依頼があった場合は、農業者に、その肥料の購入先が支援金申請者にはならないかをご確認のうえ、（その肥料の購入先が支援金申請者にならない場合）積極的に取りまとめ願います。（資料４「農業者の皆さまへ」をご活用ください。）
この場合、１農業者が依頼できるのは、１支援金申請者のみとなります。農業者に対しては、給付農業者確認同意書（様式第２号）を徴収することにより、その旨の同意を得ます。
※この項目では、資料５「申請（取りまとめ）パターン」も参照してください。


○申請回数は、団体毎に原則１回とします。
　支店・支所がある場合も、１団体でまとめて申請してください。

○給付農業者毎の購入数量は、合計数量の１トン未満を切り捨てとします。

○支援金申請者には、事務手数料として、給付農業者の取りまとめ１件当たり1,000円（上限）を交付します。
なお、給付農業者に支払う支援金から、振込手数料を差し引くことは出来ません。


申請までの流れ




1 販売履歴等から、給付農業者毎の購入（申請）内容を整理





②給付農業者に購入（申請）内容の確認・同意
取りまとめが行われない化学肥料の取り込み






③申請書類の作成





④申請書類の提出【令和５年１２月３１日〆】




------------------------（以下参考）------------------------

⑤道協議会から支援金申請者へ
支援金の支払い（令和６年２月下旬）
⑥支援金申請者から給付農業者へ
支援金の支払い（令和６年３月中旬）
⑦支援金申請者から道協議会へ
支援金の給付完了を報告（令和６年３月３１日〆）











申請までの流れ（詳細）





1 販売履歴等から、給付農業者毎の購入（申請）内容を整理

・支援（申請）対象肥料について、給付農業者毎に購入（申請）内容を整理します。
・申請時には、給付農業者別購入化学肥料一覧表（様式第１－３号）で提出するため、様式上の項目を網羅するように整理してください。
・給付農業者毎の購入数量は、合計数量の１トン未満を切り捨てとします。
・販売履歴等、給付農業者別購入化学肥料一覧表（様式第１－３号）の元となるデータは、証憑書類として、支援金申請者で保管してください。（道協議会への提出は不要です。）


2 給付農業者に購入（申請）内容の確認・同意
取りまとめが行われない化学肥料の取り込み
※この項目では、資料３「記載例_給付農業者確認同意書（様式第２号）」も参照してください。

・支援金申請者は、給付農業者に自社分の購入（申請）内容について、確認（説明）します。
・その際、給付農業者から、他の業者から購入した化学肥料についても申請してほしいとの依頼があった場合は、農業者に、その肥料の購入先が支援金申請者にはならないかをご確認のうえ、（その肥料の購入先が支援金申請者にならない場合）積極的に取りまとめ願います。（資料４「農業者の皆さまへ」をご活用ください。）
・自社分以外も含めた申請内容が決まりましたら、給付農業者確認同意書（様式第２号）により、申請内容について給付農業者に同意を得ます。
・給付農業者確認同意書（様式第２号）は、給付農業者毎に作成します。なお、給付農業者名は自筆が必要です。
・給付農業者確認同意書（様式第２号）は、支援金申請者で保管してください。（道協議会への提出は不要です。）
・自社分以外の申請内容については、給付農業者を通じて、肥料販売業者から証憑書類（販売証明書等）を入手し、支援金申請者で保管してください。（道協議会への提出は不要です。）
　なお、給付農業者別購入化学肥料一覧表（様式第１－３号）の項目を網羅する証憑書類が必要です。


3 申請書類の作成
※この項目では、資料２「記載例_支援金等交付申請書様式一式（様式第1-1号～第1-4号）」も参照してください。

・道協議会へは次の申請書類を提出します。
（１）支援金等交付申請書（様式第１－１号）
（２）給付農業者名簿（様式第１－２号）
（３）給付農業者別購入化学肥料一覧表（様式第１－３号）
（４）肥料価格高騰緊急対策事業に係る振込口座について
（様式第１－４号）
・申請書類の内容を網羅したものであっても、独自に作成した資料での申請は認めません。またファイル形式（エクセル）の変更も認めません。
なお上記様式に、入力欄の不足により列や行を追加することや、不要な計算式を削除することは構いません。
・申請書類は、支援金申請者の押印は不要です。
・申請書類は、下記を参考にファイル名【00_支援金申請者名_支援金等交付申請書様式一式（様式第1-1号～第1-4号）】を変更し、提出してください。
　【JAの場合】
0１_JA●●●●_支援金等交付申請書様式一式（様式第1-1　号～第1-4号）
【肥料販売業者の場合】
　　　0２_●●●●株式会社_支援金等交付申請書様式一式（様式第1-1号～第1-4号）
　・様式第１－１号別添の事業担当者の連絡先は、申請書類の内容確認や、交付決定の通知先（E-mailを使用）となりますので、誤りのないよう、ご留意願います。
・様式第１－２号と様式第１－３号の給付農業者の並び順及びナンバー（No.）は一致させてください。なお、ナンバー（No.）は原則連番とします。
また、給付農業者数は事務手数料（１件当たり1,000円（上限））の算定根拠となりますので、対象外の農業者などは掲載しないでください。


4 申請書類の提出【令和５年１２月３１日〆】
・本事業のお問い合わせ先は、次のとおりです。
肥料価格高騰対策事業事務処理センター
ＴＥＬ：050-3666-2028
E-mail：center@hkd-hiryou.jp
・申請書類は、E-mail（shinsei@hkd-hiryou.jp）に提出してください。
・申請期限は、令和５年１２月３１日までです。


· その他の留意事項
6 支援金申請者から給付農業者へ支援金の支払い
（令和６年３月中旬）
・申請書類の作成や支援金の支払いなどのため、給付農業者から住所・電話番号・口座情報等を取得する際には、個人情報の取扱いにご留意ください。
・支援金は、給付農業者名義の口座へお支払いください。給付農業者の家族や第三者名義の口座へ支払うことは出来ません。
なお、給付農業者へ支援金を支払った後、令和６年３月３１日までに道協議会へ提出する給付完了報告書（様式第６号）には、給付農業者へ支援金を支払ったことを証する書類（振込明細書等）の添付が必要です。
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